
1 

第２次宇都宮市環境基本計画 前期計画の進捗状況の評価について（総括表） 

 

 

基本施策 

施  策 

環 境 目 標 

単 位 施 策  ・  取 組 
単体 

評価 

事業 

評価 
外部要因 

総合的評価（案） 

指標評価・事業評価 指  標 
基準 

(H21) 

実   績 
目標 

単体

評価

指標

評価H22 H23 H24 H25 

1-1 

環境負荷の少ないエ

ネルギー施策の推進 
 

 

1-1-1 

 省エネルギー化の推進 

1-1-2 

 低炭素型エネルギーへ

の転換 

住宅用太陽光発電シ
ステム設置家庭数 

（補助制度創設以降の累

計） 

（世帯） 

2,103 3,151 4,196 5,488 6,778 10,000 B Ｂ 

1-1-1(1) 各主体の省エネルギー行動の普及啓発 

 ・省エネルギー行動に関する普及啓発の実施 

 ・市の業務における省エネルギー行動の推進 

1-1-1(2) 省エネルギー機器の普及啓発 

 ・家庭，事業所における省エネルギー機器の普及促進 

・EV 等「低環境負荷型自動車」の普及促進 

1-1-2(1) 太陽エネルギー利用の促進 

 ・住宅用太陽光発電システム等の普及促進策の充実 

 ・事業用太陽光発電システム等の普及促進策の検討 

 ・市有施設への太陽光発電システムの導入推進 

1-1-2(2) 新たな地産地消エネルギー施策の展開 

 ・市民共同発電電事業の推進 

 ・地中熱利活用事業の検討，実施 

 ・小水力利活用事業の検討，実施 

 ・廃棄物のエネルギー利用の推進 

 ・間伐材エネルギー利用の推進 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

△ 

○ 

△ 

○ 

△ 

＋ 

東日本大震災以
降，省エネルギー
や再生可能エネル
ギーへの関心が高
まっている。特に、
固定価格買取制度
の開始によって，再
生可能エネルギー
を導入しやすい仕
組みが整備されて
いる。 

Ｂ ＋ 

大震災を契機とした再エネ等への関

心の高まりなどもあり，環境指標は概

ね予定通り目標達成に向けて進んでお

り，各取組についてもほとんどが実施

できていることから，今後も目標達成に

向けて着実に進むことが見込まれる。 

ただし，「新たな地産地消エネルギー

施策の展開」については，取組に不足

が見られる。 

1-2  

環境負荷の少ないま

ちづくりの推進 
 

 

1-2-1 

環境負荷の少ない交

通環境の構築 

1-2-2 

低環境負荷型の建築

物の普及促進 

1-2-3 

環境負荷の少ない都

市整備の推進 

1-2-4 

環境創造型の地域産

業の振興 

公共交通の年間利用
者数 

（人） 

 

33,910 

 

31,482 

 

30,697

 

31,444 

 

32,090 

(H30)

42,000 
C 

Ｂ 

1-2-1(1) 公共交通ネットワークの充実・強化及び利用促進 

 ・基幹公共交通の整備 

 ・地域内交通の導入 

 ・公共交通利用促進策の推進 

1-2-1(2) 自転車利用・活用の促進 

 ・自転車走行空間の確保 

 ・駐輪場の利用促進及び整備の推進 

 ・レンタサイクルの拡充 

1-2-1(3) 低環境負荷型の自動車利用環境の整備 

 ・低環境負荷型の道路環境の整備 

 ・ＥＶ等に係るインフラ整備普及促進策の実施 

 ・エコドライブの普及啓発 

1-2-2(1) 低環境負荷型の建築物の普及促進 

 ・建築物の省エネルギー化の推進 

 ・公共施設の省エネルギー化の推進 

1-2-3(1) 環境負荷の少ない市街地整備の推進 

 ・都心拠点，地域交流拠点などへの都市機能の誘導推進 

1-2-4(1) 低炭素型地域産業の振興 

 ・バイオマス資源を活用した地域産業の振興 

 ・低炭素型ビジネスの創出及び支援 

 ・産学官の連携による低炭素型ビジネスの推進 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

△ 

○ 

△ 

＋ 

東日本大震災以
降，省エネへの関
心が高まり，戸建住
宅等の建築物の省
エネ性能が向上し
ている。 
電気自動車及び急
速充電器が普及し
はじめている。 

Ｂ ＋ 

「公共交通利用者数」は，近年の減

少傾向から初めて増加傾向を示し，こ

れまでの取組の成果が表れ始めてい

るものの，目標値までの乖離が大きい

状況である。 

しかし，その他の自転車関係の指標

は着実に進んでおり，取組の実施状況

も良いことから，全体としては目標達成

に向けて着実に進むことが見込まれ

る。 

「低炭素型地域産業の振興」につい

ては，取組に不足が見られる。 

自転車走行空間の整
備延長（重点路線） 

（㎞） 

9.6 11.0 14.5 16.9 16.9 25.4 B 

レンタサイクル拠点・ 
利用者数 

（箇所）・（人） 

4 

 

31,000 

4 

 

32,400 

4 

 

34,200

7 

 

42,049 

7 

 

45,662 

14 

 

41,000 

B 

 

A 

1-3 

その他地球環境対策

の推進 
1-3-1 

地球環境保全のため

の仕組みづくりの推進 

1-3-2 

オゾン層保護対策等

の推進 

環境に配慮した市のイ
ベント等の開催 

（件） 

※市が主催又は運営等を

支援している参加者数１万

人以上のイベント 

1 4 4 5 5 全て B Ｂ 

1-3-1(1) 地球環境保全のための仕組みづくりの推進 

 ・地球環境保全のための仕組みづくりの推進 

1-3-2(1) オゾン層保護対策の推進 

 ・オゾン層保護に関する啓発事業の実施 

1-3-2(2) 酸性雨対策の推進 

 ・酸性雨に関する啓発事業の実施 

 

○ 

 

△ 

 

○ 

＋ 特になし 

Ｂ ＋ 

参加者数１万人以上のほとんどのイ

ベントで，「マイ箸・マイカップ」の使用呼

びかけや公共交通の利用促進策の導

入などを実施しており，環境配慮型イベ

ントが定着してきており，目標達成に向

け着実に進むことが見込まれる。 

 
  

別紙１－２ 

1.地球環境 

・ 評価 

・ 地球環境分野全体としては，３つの基本施策全てがＢ＋評価であり，概ね計画通りに進捗していると評価できる。 

・ 環境指標「公共交通の年間利用者数」については，これまでの取組の成果が表れ始めているものの目標値までの乖離が大きく，今後も取組の充実が必要である。 

・ 施策の「新たな地産地消エネルギー施策の展開」や「低炭素型地域産業の振興」については，取組が不足している状況が見られ，取組の見直しが必要である。 

分野別の進捗状況 
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基本施策 

施  策 

環 境 目 標 

施策 ・ 取組 
単体 

評価 

事業 

評価 
外部要因 

総合的評価（案） 

指標評価・事業評価 指  標 
基準 

(H21) 

実   績 
目標 

単体

評価

指標

評価H22 H23 H24 H25 

2-1  

ごみの発生抑制の推

進 
 

 

2-1-1 

家庭系ごみの発生抑

制の推進 

2-1-2 

事業系ごみの発生抑

制の推進 

市民１人１日当たりの
ごみ排出量 

（グラム） 

883 788 806 803 807 740 B Ｂ 

2-1-1(1) 市民と連携したゴミの発生抑制の推進 

 ・リサイクル推進員等，市民活動及び支援の推進 

2-1-1(2) 家庭系ごみの分別徹底の推進 

 ・分別強化の推進 

2-1-1-(3) 生ごみ削減の推進 

 ・もったいない生ごみの減量推進 

 ・生ごみの水切り励行の推進 

2-1-1(4) レジ袋削減の推進 

・もったいないレジ袋削減の推進 

2-1-2(1) 事業者と連携したごみの発生抑制の推進 

 ・エコショップ等，事業者活動及び支援の推進 

2-1-2(2) 事業系ごみの分別徹底，搬入指導強化の推進 

 ・分別強化の推進 

 ・搬入指導強化の推進 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

＋ 

一部のスーパー等
においてレジ袋の
有料化が実施され
ている。 

Ｂ ＋ 

環境指標の目標は概ね予定通り進

捗している。 

また，家庭系・事業系のごみの発生

抑制に向けた取組の実施状況につい

ても，分別強化や生ごみ・レジ袋の削

減，リサイクル推進員や事業者と連携

した取り組みなど多種多様な事業を実

施できており，目標達成に向けて着実

に進むことが見込まれる。 

2-2 

適正な資源循環利用

の推進 
 

 

2-2-1 

家庭系ごみの資源化

の推進 

2-2-2 

事業系ごみの資源化

の推進 

2-2-3 

その他資源化の推進 

ごみの最終処分量 
（トン） 

22,446 19,284 22,386 21,134 19,251 16,500 B 

Ｂ 

2-2-1(1) 生ごみの資源化の推進 

 ・家庭単位での減量化・資源化の推進 

 ・地域単位でのたい肥化事業の推進 

 ・新たな生ごみの資源化事業の推進 

2-2-1(2) その他廃棄物の資源化の推進 

 ・「プラスチック製容器包装」の資源化の推進 

 ・剪定枝の資源化推進 

 ・廃食用油の資源化推進 

 ・レアメタル回収事業の調査，研究，実施 

 ・地域内での資源循環利用の推進 

・資源物集団回収の推進 

2-2-2(1) 事業系ごみの資源化の推進 

 ・民間主導による生ごみ資源化の推進 

 ・商店街等によるごみの資源化の推進 

2-2-3(1) その他資源化の推進 

 ・清掃工業における熱エネルギーの循環利用 

 ・溶融スラグの資源化推進 

 ・下水汚泥の有効利用 

 ・川田水再生センターの新たな消化ガス利活用検討 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

○ 

 

△ 

△ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

＋ 

小型家電リサイク
ル法の施行により，
パソコンや携帯電
話を回収し，レアメ
タルをリサイクルす
る仕組みが整備さ
れた。 

Ｂ ＋ 

環境指標の目標は概ね予定通り進

捗している。 

また，各取組についてもほとんど実

施できていることから，今後も目標達成

に向けて着実に進むことが見込まれ

る。 

ただし，「事業系ごみの資源化」につ

いては，取組に不足が見られる。 

リサイクル率 
（参考指標） 

（％） 

15.1 19.5 18.0 18.1 19.1 25.0 B 

2-3 

ごみの適正処理の推

進 
 

 

2-3-1 

適正処理の推進 

2-3-2 

不 法 投 棄 の 未 然 防

止，拡大防止 

不法投棄通報件数 
（件） 

671 558 507 496 453 300 B Ｂ 

2-3-1(1) 適正処理意識の醸成強化 

 ・適正処理の意識醸成に関する啓発事業の実施 

 ・ごみのないきれいなまちづくり事業の実施 

2-3-1(2) 事業者等に対する指導強化 

 ・廃棄物中間処理施設・最終処分場・事業所への立入調査の実施 

 ・産業廃棄物多量排出事業者への立入調査の実施 

2-3-2(1) 不法投棄多発地点等の監視強化 

 ・市職員による不法投棄監視活動の実施 

 ・不法投棄監視パトロールの実施 

 ・監視カメラによる不法投棄監視の実施 

2-3-2(2) 市民・事業者・他行政機関等との連携強化 

 ・地域住民による不法投棄監視体制の確立 

 ・宇都宮市不法投棄未然防止連絡協議会の運営 

2-3-2(3) 早期発見・早期対応の推進 

 ・地域住民による不法投棄監視活動の推進 

 ・不法投棄対応マニュアルに基づく早期対応・早期撤去の実施 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

＋ 特になし 

Ｂ ＋ 

環境指標の目標は概ね予定通り進

捗している。 

また，各取組についても全てを実施

できていることから，今後も目標達成に

向けて着実に進むことが見込まれる。 

 
  

2.廃棄物 

・ 評価 

・ 廃棄物分野全体としては，３つの基本施策全てがＢ＋評価であり，概ね計画通りに進捗していると評価できる。 

・ 施策「事業系ごみの資源化の推進」については，取組が不足している状況が見られ，取組の見直しが必要である。 

・ 今後も，目標の達成に向けて，取組の維持継続に努める必要がある。 

分野別の進捗状況 



3 

 

基本施策 

施  策 

環 境 目 標 

施策 ・ 取組 
単体 

評価 

事業 

評価 
外部要因 

総合的評価（案） 

指標評価・事業評価 指  標 
基準 

(H21) 

実   績 
目標 

単体

評価

指標

評価H22 H23 H24 H25 

3-1 

生態系の保全 
 

 

3-1-1 

自然環境の把握 

3-1-2 

生物多様性の保全 

3-1-3 

自然環境資源の利活

用 

 

「生物多様性」の言葉の
意味を知っている市民
の割合 

（％） 

31.8 ― 28.2 22.8 19.5 60.0 C Ｃ 

3-1-1(1) 自然環境に係る調査等の推進 

 ・自然環境基礎調査の実施 

 ・自然環境モニタリング調査の実施 

 ・自然環境情報のデータベース化・提供 

3-1-2(1) 生物多様性の保全対策の推進 

 ・自然環境保全対策に関するアドバイザー会議の運営 

 ・生物多様性に係る地域戦略の策定・推進 

 ・生物多様性に係る地域戦略会議の設置・運営 

 ・自然環境の保全に係る地域会議の運営 

3-1-3(1) 自然環境資源の保全・利活用策の推進 

 ・生物多様性重点地域の保全 

 ・生物の生息・生育環境の保全・活用 

 ・自然に触れ合う機会の確保，提供 

 ・天然記念物の保全 

 

○ 

△ 

○ 

 

○ 

△ 

× 

× 

 

△ 

△ 

○ 

○ 

± 特になし 

Ｃ ± 

全国的に生物多様性の認知度が低

下する中，本市の認知度も減少し続け

ている。 

また，取組の実施状況については，

生物多様性の保全対策の推進を中心

に，部分的な実施や取組が遅れている

ものが多く，目標達成には困難な状況

が伺える。 

3-2  

緑環境の保全と創出 
 

 

3-2-1 

農業や森林の多面的

機能の維持向上 

3-2-2 

都市の緑の保全と創

出 

 

市民１人当たりの都市
公園面積 

（㎡／人） 

10.44 10.59 10.69 10.66 10.69 
(H34)

13.00 
B 

Ｂ 

3-2-1(1) 森林機能の保全 

 ・森林施業の推進 

3-2-1(2) 環境にやさしい農業の促進 

 ・環境にやさしい営農活動の普及促進 

 ・省エネ技術等の導入促進 

 ・地産地消の推進 

3-2-1(3) 農地の保全と活用 

 ・優良農地の確保・保全の推進 

 ・遊休農地等の有効利用の促進 

 ・農地・農業用水等の保全の推進 

3-2-1(4) 農業資源の循環利用 

 ・バイオマスタウンの推進 

 ・耕畜連携によるバイオマス活用の推進 

3-2-2(1) 都市の緑化 

 ・中心市街地・都市拠点の重点緑化 

 ・都市緑化に係る普及促進策の実施 

3-2-2(2) 緑地の保全 

 ・里山・樹林地の保全と活用 

3-2-2(3) 緑と憩いの拠点づくり 

 ・身近な生活圏の公園整備 

 ・拠点公園の整備・活用 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

△ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

＋ 特になし 

Ｂ ＋ 

環境指標の目標は概ね予定通り進

捗している。 

また，各取組についてもほぼ全てを

実施できていることから，今後も目標達

成に向けて着実に進むことが見込まれ

る。 民有林の間伐面積 
（ｈａ） 

1,552 1,758 1,902 2,002 2,102 2,176 B 

3-3  

水環境の保全と創出 
 

 

3-3-1 

水資源の確保 

3-3-2 

河川環境の保全と創

出 

 

有効な水道配水事業
のための漏水抑制（有
収率） 

（％） 

 

86.2 

 

86.8 

 

87.4 

 

88.1 

 

88.6 

(H29) 

90.5 
A 

Ａ 

3-3-1(1) 既存水源の保持 

 ・水質保全に関する要望活動の実施 

 ・水源涵養活動・水質保全活動の協力依頼 

3-3-1(2) 安定した農業用水の確保 

 ・灌漑排水施設の整備等の推進 

3-3-1(3) 漏水抑制事業の推進 

 ・漏水調査の実施 

3-3-1(4) 水を大切にする意識の醸成 

 ・上下水道に関する普及啓発等の促進 

3-3-1(5) 水の資源循環の促進 

 ・道路における雨水浸透舗装の整備 

 ・建物における雨水浸透設備の普及 

3-3-2(1) 治水対策の推進 

 ・河川整備の推進 

3-3-2(2) 水辺に親しめる空間の創出 

・周辺環境と調和した多自然川づくりの推進 

3-3-2(3) 河川機能の保全 

 ・河川維持管理の実施 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

＋ 特になし 

Ａ ＋ 

環境指標の目標は既に達成してい

る。 

また，各取組についても全てを実施

できており，本基本施策は非常に順調

に進んでいる。 

自然生態系などに配慮
して整備している河川
の整備率 

（％） 

56.9 57.4 58.2 60.4 61.4 59.8 A 

3.自然環境 
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3-4 

身近な景観の保全と

創造 
 

3-4-1 

景観形成の総合的推

進 

3-4-2 

歴史的・文化的景観

の整備と活用 

景観形成重点地区等
の指定 

（地区） 

2 3 4 5 6 6 A 

Ａ 

3-4-1(1) 景観計画を活用した景観づくりの推進 

 ・景観計画制度の活用 

3-4-1(2) 景観に関する意識の啓発 

 ・景観啓発活動の推進 

3-4-1(3) 屋外広告物の規制誘導 

 ・屋外広告物に対する規制や誘導 

3-4-2(1) 歴史的・文化的景観の整備と活用 

 ・景観整備及び活性化の促進 

 ・文化財の保存・活用 

 ・伝統文化の継承 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

＋ 特になし 

Ａ ＋ 

環境指標の目標は既に達成してい

る。また，各取組についても全てを実施

できており，本基本施策は非常に順調

に進んでいる。 
文化財保存団体数 

（団体） 
41 50 52 52 52 51 A 

 
 
 
  

 

・ 自然環境分野全体としては，４つの基本施策のうち半分の「水環境の保全と創出」「身近な景観の保全と創造」がＡ＋評価，「緑環境の保全と創出」がＢ＋評価，「生態系の保全」がＣ評価で

あり，緑環境・水環境・景観の保全については概ね計画通りに進捗していると評価できる。 

・ 環境指標「『生物多様性』の言葉の意味を知っている市民の割合」については，全国的に認知度が低下している中，本市の認知度についても減少を続けているとともに，「生物多様性の保

全対策の推進」について取組が不足している状況も見られることから，取組の強化や見直しが必要である。 

・ 水環境と景観の保全については，既に目標を達成しているなど，特に順調に進捗していることから，今後は，生態系の保全に力を入れるとともに，緑環境の保全にも努める必要がある。 

分野別の進捗状況 
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基本施策 

施  策 

環 境 目 標 

施策 ・ 取組 
単体

評価

事業 
評価 

外部要因 
総合的評価（案） 

指標評価・事業評価 指  標 
基準 

(H21) 

実  績 
目標 

単体

評価

指標

評価H22 H23 H24 H25 

4-1 
大気環境の保全 
 

 

4-1-1 監視体制の整備

と充実 

4-1-2 発生源対策の充

実 

4-1-3 自動車排出ガス

対策の充実 

光化学オキシダントの
環境基準の達成率 

（％） 

 

※１日のうち，市内の観測

地 点 に お い て， 環 境 基 準

（0.06ppm 以下）を満たして

いる時間の割合 

93.0 88.7 92.0 91.4 94.0 
達成率 

の向上 
B Ｂ 

4-1-1(1) 大気汚染状況の監視 

 ・大気汚染の常時監視 

・光化学スモッグ対策の推進 

 ・アスベスト対策の推進 

4-1-2(1) 工場・事業場に対する指導の徹底 

 ・ばい煙等に関する指導 

 ・揮発性有機化合物（ＶＯＣ）に関する啓発 

 ・光化学スモッグ発令時の事業者協力要請 

4-1-3(1) 自動車排出ガス対策の充実 

 ・自動車排出ガスの抑制 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

＋ 

大気環境は，自動
車エンジンの効率
燃焼等の発生源対
策により，改善傾向
にある。 

Ｂ ＋ 

環境指標の実績値は概ね好調に推移し

ており，取組の実施状況についても全てを

実施していることから，目標達成に向けて

着実に進んでいる。 

なお，この環境指標は広域的な環境変

化の影響を受ける指標であることから，取

組による努力の結果が反映されにくい。 

4-2 
水・土壌・地盤環境
の保全 
 

 

4-2-1 監視体制の整備

と充実 

4-2-2 発生源対策の充

実 

4-2-3 生活排水対策の

充実 

 

河川水の生物化学的酸
素要求量（BOD）に係る
基準の達成率 

（％） 

 

※市内の指定された１８河

川 の う ち ， 環 境 基 準 （ 1 ～

10mg/L）を満たしている河

川の割合 

94.0 94.4 94.4 94.4 94.0 
達成率 

の向上 
B Ｂ 

4-2-1(1) 水質調査等の充実 

 ・河川水質調査の実施 

 ・地下水水質調査の実施 

4-2-1(2) 生活排水監視体制の充実 

 ・公共下水道における生活排水中の化学物質の監視 

4-2-2(1) 工場・事業場に対する指導の徹底 

 ・排出水等に関する工場・事業場等への指導 

 ・水質事故未然防止に係る啓発の実施 

4-2-2(2) 土壌汚染対策に係る指導・助言 

 ・土地の所有者等に対する指導・助言 

 ・有害物質使用事業場に対する指導の徹底 

4-2-2(3) 地下水利用抑制の啓発 

・地下水揚水に関する啓発 

4-2-3(1) 生活排水処理施設整備の推進 

 ・生活排水処理施設整備の推進 

4-2-3(2) 合流式下水道の機能改善 

 ・合流式下水道の改善 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

＋ 特になし 

Ｂ ＋ 

環境指標の実績値は概ね好調に推移し

ており，取組の実施状況についても全てを

実施していることから，目標達成に向けて

着実に進んでいる。 

なお，この環境指標は広域的な環境変

化の影響を受ける指標であることから，取

組による努力の結果が反映されにくい。 

4-3  
音・振動・臭気環境
の保全，化学物質対
策の推進 
 

 

4-3-1 監視体制の整備

と自動車騒音対策の

充実 

4-3-2 近隣公害等への

対応 

4-3-3 化学物質への対

応 

 

自動車騒音に係る環境
基準の達成率 

（％） 

 

※特定地域内における住居

等約 29,000 戸のうち，環境

基準（昼：55～60dB，夜 45

～50dB 以下）を満たしてい

る住居等の割合 

87.0 86.9 87.3 92.6 85.0 92.0 B Ｂ 

4-3-1(1) 騒音調査の充実，関係機関に対する要望 

 ・自動車騒音，東北新幹線の騒音・振動，自衛隊航空機騒音に関

わる調査と要望 

4-3-1(2) 自動車騒音対策の充実 

 ・自動車騒音対策の推進 

4-3-2(1) 工場・事業場に対する指導の徹底（騒音・振動・悪臭） 

 ・騒音・振動・悪臭に関する工場・事業場等への指導 

4-3-2(2) 近隣公害の防止に係る啓発 

 ・近隣公害の防止に係る啓発 

4-3-3(1) 化学物質や農薬等の適正使用，適正管理，削減の推進 

 ・製造業や農業における化学物質や農薬等の適正使用，適正管

理，削減の推進 

4-3-3(2) ダイオキシン対策の推進 

 ・ダイオキシン類の調査 

 ・ダイオキシン類に関する工場・事業場への指導 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

＋ 
自動車騒音は発生
源対策等により，改
善傾向にある。 

Ｂ ＋ 

環境指標は平成２５年度実績値が大きく

減少したものの，全体としては概ね予定通

り推移している。 

また，取組の実施状況についても全てを

実施していることから，目標達成に向けて

着実に進んでいる。 

なお，環境指標は鉄道や航空機等の性

能や運行計画に大きく影響を受ける指標

であることから，取組による努力の結果が

反映されにくい。 

4-4 
生活環境の保全 
 

 

4-4-1 生活環境保全対

策の推進 

 

宇都宮市環境協定締結
事業者数 

（社） 

34 34 33 33 35 54 C Ｃ 

4-4-1(1) 事業者と連携した生活環境保全対策の推進 

 ・宇都宮市環境協定の締結 

 ・環境にやさしい工場見学会の開催 

 ・公害防止や化学物質に係る事業者研修会の開催 

 ・事業者の環境保全対策への支援 

4-4-1(2) 情報の公開 

 ・環境情報システムの構築と活用 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

＋ 特になし 

Ｃ ＋ 

経済情勢の悪化などにより，事業者が

環境対策に取り組みにくい状況にあること

もあり，環境指標の実績は目標とは隔たり

が大きく，目標達成には困難な状況が伺え

る。しかし，環境協定締結以外の事業者と

連携した各取組については，全ての取組

が順調に実施されている。 

 
 
 

4.生活環境 

・         ・生活環境分野全体としては，４つの基本施策のうち３つの大気環境，水・土壌等，音・振動等環境の保全がＢ＋評価，「生活環境の保全」がＣ＋評価であり，大気や水などの身の回 
りの環境の保全に関しては概ね計画通りに進捗していると評価できる。 

・基本施策「生活環境の保全」については，取組は全て実施されているものの，環境指標「宇都宮市環境協定締結事業者数」はＣ評価であり，取組や指標の見直しが必要である。 

分野別の進捗状況 
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基本施策 

施  策 

環 境 目 標 

施策 ・ 取組 
単体 

評価 

事業 

評価 
外部要因 

総合的評価（案） 

指標評価・事業評価 指  標 
基準 

(H21) 

実   績 
目標 

単体

評価

指標

評価H22 H23 H24 H25 

5-1 
環境教育・環境学習
の推進 
 

 

5-1-1 環境情報の整備

と提供 

5-1-2 人材育成の推進 

5-1-3 環境学習の場と

機会の創出・支援 

 

環境学習センターで開催
する環境講座等の参加
者数 

（人） 

4,450 5,592 6,955 9,564 9,613 6,200 A Ａ 

5-1-1(1) 環境情報の整備，提供，活用の推進 

 ・ホームページや情報誌等活用した情報発信，活用の推進 

 ・「もったいないの約束」等の周知啓発 

5-1-2(1) 環境リーダー等の人材の育成 

 ・環境リーダーの育成・支援 

5-1-2(2) 人材活用のための仕組みづくり 

 ・環境団体等への支援及びネットワークの強化 

5-1-3(1) 環境学習手法等の開発，整備 

 ・環境学習手法・教材の開発，整備 

5-1-3(2) 環境学習のための場の充実 

 ・環境学習のための場の充実 

5-1-3(3) 多様な学習機会の提供・支援 

 ・環境学習センターにおける環境学習の推進 

 ・清掃工場や生涯学習センター等の多様な学習フィールドにおける

環境学習の推進 

 ・環境イベント等の充実 

 ・幼児環境学習の推進 

 ・環境団体等の活動の支援 

 ・教育機関と連携した環境教育の推進 

5-1-3(4) 各主体の連携による環境学習の推進 

 ・各主体の連携による環境学習の推進 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

＋ 特になし 

Ａ ＋ 

環境指標の目標は既に達成してい

る。 

また，各取組についても全てを実

施できており，本基本施策は非常に

順調に進んでいる。 

5-2 
環境保全活動の促
進 
 

 

5-2-1 環境保全活動の

促進 

5-2-2 市民・事業者・市

の連携の推進 

 

宇都宮市まちづくりセン
ターの登録団体数（環境
分野） 

（団体） 

26 29 29 29 31 36 B Ｂ 

5-2-1(1) 市民・事業者・団体等の環境保全活動の促進 

 ・市民活動への支援 

 ・事業者のＣＳＲ活動等の促進 

 ・環境創造基金の活用 

 ・ニューツーリズム（グリーン・エコツーリズムなど）の推進 

 ・市民活動サポートセンターによる支援 

 ・森林ボランティアの育成 

 ・市民団体等による緑地保全の促進 

 ・地域ぐるみの農地活用の促進 

 ・文化財愛護団体の育成等 

5-2-2(1) 環境パートナーシップの強化 

 ・環境ＮＰＯ，企業，学校，関係機関等との連携強化 

 ・地域コミュニティの推進 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

＋ 特になし 

Ｂ ＋ 

環境指標の目標は概ね予定通り

進捗している。 

また，各取組についても全てを実

施できていることから，今後も目標達

成に向けて着実に進むことが見込ま

れる。 

5-3 
環境配慮行動の推
進 
 

 

5-3-1 環境配慮行動の

推進 

 

家庭版環境 ISO 認定制
度認定家庭数 

（世帯） 

1,323 1,520 1,661 2,112 2,366 2,600 A Ａ 

5-3-1(1) 環境配慮指針の運用 

 ・環境配慮指針の運用 

5-3-1(2) 環境管理活動の推進 

 ・家庭版環境 ISO 認定制度の推進 

 ・事業所版環境 ISO 認定制度の推進 

 ・学校版環境 ISO 認定制度の推進 

 ・市の業務における環境管理活動の推進 

5-3-1(3) 環境配慮に係る取組の推進 

 ・土地利用に関する大規模開発事前指導 

 ・開発許可制度の適正運用 

5-3-1(4) 「もったいない運動」の推進 

 ・「もったいない運動」の推進 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

＋ 特になし 

Ａ ＋ 

環境指標の目標は順調に進捗して

いる。 

また，各取組についても全て実施

できていることから，今後も目標達成

に向けて順調に進むことが見込まれ

る。 

 

5.人づくり 

 

・ 人づくり分野全体としては，３つの基本施策のうちＡ＋評価が２つ，Ｂ＋評価が１つであり，非常に順調に進捗していると評価できる。 

・ 環境指標「環境学習センターで開催する環境講座等の参加者数」と「家庭版環境ＩＳＯ認定制度認定家庭数」については，計画以上の進捗を見せているとともに，取組内容も充実しているこ

とから，環境学習や環境配慮行動の推進については特に順調に進んでいるものと評価できる。 

・ 今後は，市民や事業所による環境保全活動の促進に努める必要がある。 

分野別の進捗状況 


